
平成30年は
明治維新150周年

天保山砲台「薩英戦争絵巻」（尚古集成館蔵）

五代友厚
（国立国会図書館蔵）

トーマス・J・ウォートルス
Harper.Pobert Lee. Colorado mines
Denver:Carson.Hurst&Harper.art printers.c.1891

西洋煉瓦のルーツを探る赤煉瓦
（久慈白糖工場跡 瀬戸内町）

れん が つみ
煉瓦積遺構
（久慈白糖工場跡
  瀬戸内町）

〈背景〉
天保年間鹿児島城下絵図
（鹿児島市立美術館蔵）

薩摩軍陣地跡出土の小銃弾
  やまがしら
（山頭遺跡 熊本市蔵）

四斤山砲の砲弾
（熊本市田原坂西南戦争資料館蔵）

四斤山砲［模造品］
（熊本市田原坂西南戦争資料館蔵）

西郷隆盛（鹿児島県歴史資料センター黎明館蔵）

きじょう
軌条（天保山砲台跡 鹿児島市）

企画展講演会
幕末の近代化事業
尚古集成館 館長　松尾 千歳 氏

※講演終了後，希望者を対象に企画展示室で講師によるギャラリートークを行います。（別途展示館利用料金が必要）

講　師
演　題

場　所
資料代定　員

■ 開園時間　午前９時～午後５時 
■ 休 園 日　毎週月曜日（休日に当たる場合はその翌日）
■ 利用料金　小・中学生　150 円（120 円）

高・大学生　210 円（160 円）
大　　　人　310 円（240 円）
（   ）は 20 人以上の団体料金

■ 主 催　上野原縄文の森
■ 共 催　鹿児島県立埋蔵文化財センター，（公財）埋蔵文化財調査センター
■ 後 援　南日本新聞社，NHK鹿児島放送局，MBC南日本放送

KTS 鹿児島テレビ，KKB 鹿児島放送，KYT 鹿児島読売テレビ
朝日新聞社

上野原縄文の森  第50回企画展

11月17日～ 
 3月21日
平成29年

平成30年
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維新を掘る!

西南戦争で砲弾を受けた石垣（鹿児島（鶴丸）城跡）

平成30年

1月21日
13:30～15:00

80人程度（要事前申込み）　　　　100円
展示館多目的ルーム

日

県内にお住まいの70歳以上の方は，入館料が無料です。　（年齢等が確認できる書類をご持参ください。）



反射炉復元（尚古集成館）

反射炉に使われた耐火煉瓦
（尚古集成館蔵）

鹿児島紡績所
（尚古集成館蔵）

現在も農業用水疏水口と
して利用されている第一
水車落水口跡
（敷根火薬製造所跡  霧島市）

出土遺物
（垂水・宮之城島津家屋敷跡 鹿児島市）

鬼瓦
（鹿児島（鶴丸）城跡
 鹿児島市）

りょう ごん　じ

楞厳寺の仁王像頭部
（霧島市教育委員会蔵）
※11月下旬から展示

西郷隆盛一代記（大武文庫蔵）城山の陣地［古写真］

企画展開催中に展示の解説を行います。
日時／開催中の第１・第３日曜日
　　（10：30～，14：30～）
会場／企画展示室　＊各回30分程度

企画展ギャラリートーク

考古資料にみる幕末の鹿児島
～集成館事業と薩英戦争を中心に～

考古資料にみる鹿児島城下町ヒストリー
～幕末から明治初期を中心に～

考古資料にみる明治初期の鹿児島
～廃仏毀釈と西南戦争を中心に～

展示のポイントを

縄文の森キャラクター

「じょうもんくん」

が紹介します！

 第１節  薩摩藩の
　　　 集成館プロジェクト

 第１節  薩摩藩による徹底的な廃仏毀釈 第２節  政府軍との戦闘
　　　 西南戦争

 第３節  幕末期の
　　　 殖産興業

第２節  西洋の実力を
　　　知った薩英戦争

せ　 ご

明
治
維
新
前
後
の

 
鹿
児
島

平成29年 平成30年

11月17日～ 3月21日金 水㊗

　平成30（2018）年は明治維新から150年目に
当たり,NHK大河ドラマ「西郷どん」の放映が同年
1月から始まります。幕末から明治維新という時代
の大きな変革期において,鹿児島はその原動力と
なり,日本の近代化に大きな役割を果たしてきまし
た。この激動の時代のなかで,今回の展示では幕末
から西南戦争における鹿児島の様相について,発掘
調査された資料を中心に紹介します。
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維新を掘る!
にしきで　あき くさ もんちょう  じ    ふ    ろ
錦手秋草文丁字風炉
（鹿児島県歴史資料センター黎明館蔵）
※11月下旬から展示


